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2. 講演 

 

（１） 基調講演 

「歴史に学び未来世代に贈る母子健康手帳」 

日本 WHO 協会理事長・大阪大学名誉教授  

中村 安秀 先生 
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２．講演 

（１）基調講演 「歴史に学び未来世代に贈る母子健康手帳」 

 日本 WHO 協会理事長・大阪大学名誉教授 中村 安秀 先生 

 

 
講師略歴 
・1977 年東京大学医学部卒業。小児科医。 
・都立府中病院小児科などを経験したのち、国際協力機構（JICA 専門家：イ

ンドネシア）、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR：アフガニスタン難民医
療担当官）など途上国の保健医療活動に取り組む。東京大学小児科講師、ハ
ーバード大学公衆衛生大学院研究員、大阪大学大学院人間科学研究科教授な
どを経て、現在、日本 WHO 協会理事長・大阪大学名誉教授。 

・国際母子手帳委員会代表、ファイザーヘルスリサーチ振興財団理事長などを
務める。 

・母子手帳を海外に広めた功績により 2015 年に第 43 回医療功労賞を受賞。
2021 年 11 月にニューズウィーク日本版で『世界に貢献する日本人 30』
に選出される。『海をわたった母子手帳』（旬報社，2021）、『地域保健の原
点を探る』（杏林書院，2018）など著書多数。どこの国にいっても子どもが
いちばん好き。 

 
講演抄録 
 

妊娠・出産・子どもの健康記録が一冊にまとめられていることと、保護者が
手元に保管できる形態であることを兼ね備えた母子健康手帳は、戦後の物資の
ない時代の創意と工夫に満ちた「発明」であった。その後、2018 年の世界医
師会における声明、世界保健機関（WHO）による家庭用健康記録に関するガ
イドラインなどが作られ、いまではアジアやアフリカなど世界 50 か国以上で
母子健康手帳が開発されている。 

母子健康手帳は DEI（多様性、公平性、包摂）の原則を保健医療ケアに取り
込む機能をもつ。低出生体重児とその家族を支えるリトルベビーハンドブック
は、だれひとり取り残さない母子健康手帳のサブ・ブックとして大きな役割を
担う、すばらしい実践である。 

日本の先達が築いた歴史に学び、世界各地の実践と経験に学び、プラネタリ
ーヘルス（地球の健康）に留意して、長期的な未来への展望を拓く 22 世紀に
も通用する母子健康手帳を創造していきたい！ 
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